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背　　景
　分子の構造－物性－素子機能の相関を解明しながら、新規な機能材料の創製を行っています。
高い機能や新しい機能の創出、および、実用化を目標としています。

概要・特徴
●高性能有機半導体材料開発の要件：
　アクセプターユニットの組み込み
●強力な課題解決手段：
　フッ素原子を導入した「ナフトビスチア
ジアゾール（FNTz）」を開発
●有機薄膜型太陽電池のn型、ｐ型半導
体材料に活用し、性能向上を確認

技術内容
　有機薄膜型太陽電池の半導体材料とし
て用いたところ、性能が大きく向上する
ことを確認しました。各種用途の有機半
導体材料に対して、FNTzを導入すること
で性能が向上することが期待されます。

社会への影響・期待される効果
●高性能有機薄膜太陽電池への応用
●熱活性化遅延蛍光の鍵中間体への応用
●高性能有機半導体材料開発も期待

▼

フッ素化アクセプタユニットの開発
Development of fluorinated acceptor unit
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用　途
 有機薄膜型太陽電池のp型半導体材料
 有機薄膜型太陽電池のn型半導体材料
 熱活性化遅延蛍光の鍵中間体
 有機半導体材料
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